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１ 部門名 

その他―その他－その他 
２ 担当者名 
   萩原 瞳 
３ 要旨 

農作物被害の増加や南会津以外への分布拡大が懸念されているニホンジカの状況を把握する
ため、出没情報があった集落に 2019年 4月から 2020年 5月までセンサーカメラを設置し調査
した。会津では局所的ではあるものの、南会津と同程度の撮影頻度となる集落があった（図
１）。また、会津の調査地域では雄、南会津の調査地域では雌が多く撮影されたほか、全ての
調査地域で春と秋に撮影頻度が高まる傾向にあった。 

                                                                                                                           

（１） 分布拡大初期は雄が多く、密度が高まるにつれ雄１：雌１になると言われているが、本調査
期間においては、南会津町は旧田島町、旧舘岩町（Ａ、Ｂ）の３集落全てで雌が６割以上と
なり、会津坂下町の１集落では雄が８割となった（図２）。 

（２） 越冬地から移動する春と繁殖期で活動が活発になる秋に撮影頻度が高まり、両地方とも秋
は 10 月～11 月に、春は会津坂下町では 3 月中旬、南会津町では 4 月から撮影頻度が高ま
る傾向にあった（図３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４ 成果を得た課題名 

（１） 研究期間 平成３０年度～令和２年度 
（２） 研究課題名 ニホンジカ被害拡大を阻止する技術確立事業 
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